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○芦屋市都市景観条例施行規則 

平成２１年６月２６日 

規則第３０号 

芦屋市都市景観条例施行規則（平成８年芦屋市規則第４８号）の全部を次のように

改正する。 

目次 

第１章 総則（第１条・第１条の２） 

第２章 景観地区等 

第１節 建築物に関する申請等（第２条―第９条の４） 

第２節 工作物に関する申請等（第１０条―第１９条） 

第３章 大規模建築物等の景観協議等（第２０条―第２２条） 

第４章 景観重要建造物及び景観重要樹木（第２３条―第２７条） 

第５章 雑則（第２８条） 

附則 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規則は，景観法（平成１６年法律第１１０号。以下「法」という。），

景観法施行令（平成１６年政令第３９８号。以下「令」という。），景観法施行規

則（平成１６年国土交通省令第１００号。以下「省令」という。）及び芦屋市都市

景観条例（平成２１年芦屋市条例第２５号。以下「条例」という。）の施行に関し，

必要な事項を定めるものとする。 

（景観アドバイザー） 

第１条の２ 条例第７条の２に規定する景観アドバイザーは，景観に関し優れた識見

を有する者で，次に掲げるもののうちから市長が委嘱する。 

(1) 都市計画又は建築に関し専門的知識を有する者 

(2) 土木又は造園に関し専門的知識を有する者 

(3) 色彩又はデザインに関し専門的知識を有する者 

(4) その他市長が必要と認める者 

２ 景観アドバイザーは，５人以内とする。 
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３ 景観アドバイザーの任期は２年とし，再任を妨げない。 

４ 景観アドバイザーは，次に掲げる事項に対し，指導及び助言を行うものとする。 

(1) 条例第２３条の規定による景観への配慮方針に関する協議に関すること。 

(2) 道路，公園，建築物その他の公共施設の景観形成に関すること。 

(3) 景観形成の調査及び研究に関すること。 

(4) 前３号に掲げるもののほか，景観に著しく影響を及ぼすおそれのある行為に

関すること。 

５ 景観アドバイザーは，前項の規定による指導及び助言を行うに当たり，良好な景

観の形成上重要であると認めるとき又は単独で判断することが困難であると認め

るときは，他の景観アドバイザーと合議することができる。 

第２章 景観地区等 

第１節 建築物に関する申請等 

（景観地区内の建築物の計画の認定申請に係る添付図書） 

第２条 条例第１０条の規則で定める図書は，建築物について行う行為に応じ，別表

第１の１又は２の表に掲げる図書とする。ただし，工作物の建設等の規模が大きい

ため，別表第１に掲げる縮尺の図面によっては適切に表示できない場合は，当該工

作物の建設等の規模に応じて，市長が適切と認める縮尺の図面をもって，これらの

図面に代えることができる。 

２ 市長は，前項の規定にかかわらず，別表第１に掲げる図書の添付の必要がないと

認めるときは，これを省略させることができる。 

（国又は地方公共団体の建築物の計画の通知の様式） 

第３条 法第６６条第２項の通知は，様式第１号による正本及び副本に，それぞれ省

令様式第３による建築等計画概要書を添付したものとする。 

（国又は地方公共団体の建築物の計画の認定証の様式） 

第４条 法第６６条第３項の認定証の様式は，様式第２号のとおりとする。 

２ 前項の認定証の交付は，前条の副本及び第２条第１項に掲げる図書を添付して行

うものとする。 

（国又は地方公共団体の建築物の計画に対する通知書の様式） 

第５条 法第６６条第３項の適合しないものと認めた旨及びその理由を記載した通
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知書の様式は，様式第３号のとおりとする。 

２ 前項の通知書の交付は，第３条の副本及び第２条第１項に掲げる図書を添付して

行うものとする。 

３ 法第６６条第３項の適合するかどうか決定できない旨及びその理由を記載した

通知書の様式は，様式第４号のとおりとする。 

（行為の完了等の届出の様式） 

第６条 条例第１１条又は条例第２０条の規定による届出は，様式第５号による景観

地区内における行為の完了（中止）届出書に完了後又は中止後の状況を示す写真を

添付して行うものとする。 

（検査済証の様式） 

第７条 条例第１２条第２項の検査済証の様式は，様式第６号のとおりとする。 

（建築物に係る届出等を要しない行為） 

第８条 条例第７条の５第３号及び第１３条第２号の規則で定める行為は，次に掲げ

るものとする。 

(1) 増築，改築又は移転で，その部分に係る床面積が１０平方メートル以内のも

の 

(2) 新築，増築，改築若しくは移転又は外観を変更することとなる修繕若しくは

模様替で地盤面下のもの 

(3) 外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更で外壁又はこ

れに類するもののいずれか１面の半分を超えないもの 

(4) 非常災害のため必要な応急措置として行う行為 

(5) その他市長が景観の形成に影響を及ぼすおそれがないと認める行為 

（違反建築物の告示の方法） 

第９条 省令第２２条の市長が定める方法は，芦屋市公告式条例（昭和２５年芦屋市

条例第７号）第２条第２項の掲示場に告示する方法とする。 

（門，塀，垣，石積み擁壁等の保存の認定申請の様式） 

第９条の２ 条例第１３条の２第１項の申請書は，様式第６号の２による正本及び副

本に，それぞれ別表第１の２に掲げる図書を添付したものとする。ただし，建築物

の建築に供する目的で行う土地の区画形質の変更を行う土地の区域（以下「開発区
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域」という。）の規模が大きいため，別表第１の２に掲げる縮尺の図面によっては

適切に表示できない場合は，当該開発区域の規模に応じて，市長が適切と認める縮

尺の図面をもって，これらの図面に代えることができる。 

２ 市長は，前項の規定にかかわらず，別表第１の２に掲げる図書の添付の必要がな

いと認めるときは，これを省略させることができる。 

（門，塀，垣，石積み擁壁等の保存の認定証の様式） 

第９条の３ 条例第１３条の２第２項の認定証の様式は，様式第６号の３のとおりと

する。 

２ 前項の認定証の交付は，前条第１項の副本及び同項に掲げる図書を添付して行う

ものとする。 

（門，塀，垣，石積み擁壁等の保存に対する通知書の様式） 

第９条の４ 条例第１３条の２第３項のまちなみを特徴づけている意匠を有するも

のの保存を行うことを目的としていないと認めた旨及びその理由を記載した通知

書の様式は，様式第６号の４のとおりとする。 

２ 前項の通知書の交付は，第９条の２第１項の副本及び同項に掲げる図書を添付し

て行うものとする。 

３ 条例第１３条の２第３項のまちなみを特徴づけている意匠を有するものの保存

を行うことを目的としているかどうかを決定できない旨及びその理由を記載した

通知書の様式は，様式第６号の５のとおりとする。 

第２節 工作物に関する申請等 

（認定を要する工作物の計画の認定申請の様式） 

第１０条 条例第１５条第１項の申請書は，様式第７号による正本及び副本に，それ

ぞれ認定を要する工作物（以下「認定工作物」という。）について行う行為に応じ，

別表第２の１又は２の表に掲げる図書及び様式第８号による建設等計画概要書を

添付したものとする。ただし，認定工作物の建設等の規模が大きいため，別表第２

に掲げる縮尺の図面によっては適切に表示できない場合は，当該認定工作物の建設

等の規模に応じて，市長が適切と認める縮尺の図面をもって，これらの図面に代え

ることができる。 

２ 市長は，前項の規定にかかわらず，別表第２に掲げる図書の添付の必要がないと
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認めるときは，これを省略させることができる。 

（認定工作物の計画の認定証の様式） 

第１１条 条例第１５条第２項の認定証の様式は，様式第９号のとおりとする。 

２ 前項の認定証の交付は，前条第１項の副本及び同項に掲げる図書を添付して行う

ものとする。 

（認定工作物の計画に対する通知書の様式） 

第１２条 条例第１５条第３項の適合しないものと認めた旨及びその理由を記載し

た通知書の様式は，様式第１０号のとおりとする。 

２ 前項の通知書の交付は，第１０条第１項の副本及び同項に掲げる図書を添付して

行うものとする。 

３ 条例第１５条第３項の適合するかどうか決定できない旨及びその理由を記載し

た通知書の様式は，様式第１１号のとおりとする。 

（国又は地方公共団体の認定工作物の計画の通知の様式） 

第１３条 条例第１８条第２項の通知は，様式第１２号による正本及び副本に，それ

ぞれ認定工作物について行う行為に応じ，別表第２の１又は２の表に掲げる図書及

び様式第８号による建設等計画概要書を添付したものとする。ただし，認定工作物

の建設等の規模が大きいため，別表第２に掲げる縮尺の図面によっては適切に表示

できない場合は，当該認定工作物の建設等の規模に応じて，市長が適切と認める縮

尺の図面をもって，これらの図面に代えることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず，市長は，別表第２に掲げる図書の添付の必要がないと

認めるときは，これを省略させることができる。 

（国又は地方公共団体の認定工作物の計画に対する認定証の様式） 

第１４条 条例第１８条第３項の認定証の様式は，様式第１３号のとおりとする。 

２ 前項の認定証の交付は，前条第１項の副本及び同項に掲げる図書を添付して行う

ものとする。 

（国又は地方公共団体の認定工作物の計画に対する通知書の様式） 

第１５条 条例第１８条第３項の適合しないものと認めた旨及びその理由を記載し

た通知書の様式は，様式第１４号のとおりとする。 

２ 前項の通知書の交付は，第１３条第１項の副本及び同項に掲げる図書を添付して
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行うものとする。 

３ 条例第１８条第３項の適合するかどうか決定できない旨及びその理由を記載し

た通知書の様式は，様式第１５号のとおりとする。 

（違反工作物の告示の方法） 

第１６条 条例第１６条第２項の規則で定める方法は，芦屋市公告式条例第２条第２

項の掲示場に掲示して行う方法とする。 

（違反工作物の工事の請負人の通知） 

第１７条 条例第１７条の規則で定める事項は，次に掲げるものとする。 

(1) 条例第１６条第１項の規定による命令（以下この条において「命令」という。）

に係る工作物の概要 

(2) 前号の工作物の工事の請負人に係る違反事実の概要 

(3) 処分をするまでの経過及び処分後に市長が講じた措置 

(4) 前３号に掲げる事項のほか，参考となるべき事項 

２ 条例第１７条の規定による通知は，当該通知に係る者について建設業法による許

可をした国土交通大臣又は都道府県知事にするものとする。 

３ 前項の通知は，文書をもって行うものとし，当該通知には命令書の写しその他命

令の内容を記載した書面を添付するものとする。 

（工事現場における認定の表示の方法） 

第１８条 条例第１９条第１項の規定による表示は，様式第１６号により行うものと

する。 

（適用除外） 

第１９条 条例第２１条第１項第５号の規則で定める行為は，次に掲げるものとする。 

(1) 増築，改築又は移転で，その部分に係る築造面積が１０平方メートル以内の

もの（条例第１４条第２項に規定する工作物の高さの最高限度に適合するものに

限る。） 

(2) 新設，増築，改築若しくは移転又は外観を変更することとなる修繕若しくは

模様替で地盤面下のもの 

(3) 外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更で外観の総面

積の過半を超えないもの 
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(4) 非常災害のため必要な応急措置として行う行為 

(5) その他市長が景観の形成に影響を及ぼすおそれがないと認める行為 

第３章 大規模建築物等の景観協議等 

（大規模建築物等の景観協議） 

第２０条 条例第２３条第１項の協議は，様式第１７号による大規模建築物等景観協

議届出書に別表第３に掲げるもの及び景観への配慮方針に関する見解書を添付し

たものを市長に提出して行うものとする。ただし，大規模建築物の建築等又は認定

を要する工作物の建設等（以下「大規模建築物等の建築等」という。）の規模が大

きいため，別表第３に掲げる縮尺の図面によっては適切に表示できない場合は，大

規模建築物等の建築等の規模に応じて，市長が適切と認める縮尺の図面をもって，

これらの図面に代えることができる。 

（景観配慮方針に関する調査，予測又は評価） 

第２１条 市長は，条例第２３条第２項の規定による景観配慮方針に関する調査，予

測又は評価は，次に掲げる大規模建築物について求めるものとする。 

(1) 都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第８条第１項第１号の規定により

定められた近隣商業地域及び商業地域で延べ面積の敷地面積に対する割合の限

度が１０分の４０以上である地域（以下「都心部」という。）の建築物で，高さ

が６０メートルを超え，又は延べ面積が３０，０００平方メートルを超えるもの 

(2) 都心部以外の地域の建築物で，高さが３１メートルを超え，又は延べ面積が

１５，０００平方メートルを超えるもの 

(3) 都心部の工作物で，高さが６０メートル（当該工作物が，建築物等と一体と

なって設置される場所にあっては，その高さが４０メートルを超え，かつ，当該

建築物等の高さとの合計が６０メートル）を超えるもの 

(4) 都心部以外の地域の工作物で，高さが３１メートル（当該工作物が，建築物

等と一体となって設置される場合にあっては，その高さが２０メートルを超え，

かつ，当該建築物等の高さとの合計が３１メートル）を超えるもの 

（大規模建築物等に係る景観協議を要しない行為） 

第２２条 条例第２３条第５項の規則で定める行為は，次に掲げるものとする。 

(1) 色彩の変更のみを行う行為 
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(2) その他市長が景観の形成に大きな影響を及ぼすおそれがないと認める行為 

第４章 景観重要建造物及び景観重要樹木 

（景観重要建造物の標識） 

第２３条 法第２１条第２項に規定する標識には，次に掲げる事項を記載するものと

する。 

(1) 指定番号及び指定の年月日 

(2) 指定した建造物の名称 

（景観重要建造物の現状変更の許可等） 

第２４条 市長は，法第２２条第１項に規定する許可をしたときは，様式第１８号に

よる景観重要建造物現状変更許可通知書を，同条第２項の規定により許可をしない

ときは，様式第１９号による景観重要建造物現状変更不許可通知書を，当該申請を

した者に交付するものとする。 

（景観重要建造物に係る行為完了の届出） 

第２５条 条例第３５条の規定による届出は，様式第２０号による景観重要建造物現

状変更完了届出書に行為完了後の状況を示すカラー写真を添付して行わなければ

ならない。 

（景観重要樹木の標識） 

第２６条 法第３０条第２項に規定する標識には，次に掲げる事項を記載するものと

する。 

(1) 指定番号及び指定の年月日 

(2) 指定した樹木の種類 

（景観重要樹木についての準用） 

第２７条 第２４条の規定は，法第３１条第１項に規定する許可について準用する。

この場合において，第２４条中「様式第１８号による景観重要建造物現状変更許可

通知書」とあるのは「様式第２１号による景観重要樹木現状変更許可通知書」と，

「様式第１９号による景観重要建造物現状変更不許可通知書」とあるのは「様式第

２２号による景観重要樹木現状変更不許可通知書」と読み替えるものとする。 

２ 第２５条の規定は，条例第３７条の４において準用する条例第３５条の規定によ

る届出について準用する。この場合において，第２５条中「様式第２０号による景



9/14 

観重要建造物現状変更完了届出書」とあるのは「様式第２３号による景観重要樹木

現状変更完了届出書」と読み替えるものとする。 

第５章 雑則 

（補則） 

第２８条 この規則に定めるもののほか，この規則の施行に関し必要な事項は，別に

定める。 

附 則 

この規則は，平成２１年７月１日から施行する。 

附 則（平成２２年１１月１日規則第４８号） 

この規則は，平成２２年１１月１日から施行する。 

附 則（平成２６年４月１日規則第９号） 

（施行期日等） 

１ この規則は，平成２６年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の芦屋市都市景観条例施行規則第１条の２の規定により

最初に委嘱された景観アドバイザーの任期は，同条第３項の規定にかかわらず，平

成２７年６月３０日までとする。 

別表第１（第２条関係） 

１ 建築物の新築，増築，改築若しくは移転又は外観を変更することとなる修繕若

しくは模様替（＊印 大規模建築物以外の建築物は不要） 

種類 縮尺 記載すべき事項等 

各階平面図 １／５０以上   

各面立面図 １／５０以上 主要部分の材料，色彩等を明示 

主要断面図 １／５０以上 地盤面からの最高の高さを明示 

外構平面図 １／１００以上 舗装，植栽等の外構計画の材料，色彩等を明

示 

緑地面積算定図（＊）１／１００以上 植栽によって覆われる土地の面積，求積図及

び求積表 

完成予想図   着色又はカラー写真 

景観への配慮方針に  敷地の立地条件や周辺環境の特徴に基づく
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関する見解書（＊） 景観への配慮の方針に関する見解を明記 

委任状     

その他市長が必要と

認める図書 

２ 建築物の色彩の変更 

種類 縮尺 記載すべき事項等 

各面立面図 １／５０以上 主要部分の材料，色彩等を明示 

委任状     

その他市長が必要と

認める図書 

備考 

１ 各階平面図には，屋上部，バルコニー部等に設置する設備機器の位置を記載

する。 

２ この表において「外構平面図」とは，門，垣，塀，擁壁，植栽，玄関回り，

敷地内通路，庭園等の敷地内の外部構成を記載した平面図をいう。（植栽は，

樹種及び高さを記載する。） 

３ この表において，色彩の表示は，マンセル色票による。 

別表第１の２（第９条の２関係） 

種類 縮尺 記載すべき事項等 

位置図 １／２，５００以上方位，道路，目標となる地物及び隣接する土

地における建築物の位置を明示 

現況図 １／５００以上 開発区域の境界，土地の高低，開発区域の接

する道路，既存建築物及び門，塀，垣，石積

み擁壁等の位置を明示 

土地利用計画図 １／５００以上 開発区域の境界，予定建築物の敷地の形状，

敷地に係る予定建築物等の用途及び保存を

行おうとする門，塀，垣，石積み擁壁等の位

置を明示 

敷地面積求積図 １／５００以上 開発区域及び予定建築物の敷地面積の算定
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に必要な敷地の各部分の寸法及び算式 

開発区域及び開発区

域周辺写真 

  カラー ２方向以上 

委任状     

その他市長が必要と

認める図書 

別表第２（第１０条，第１３条関係） 

（平２２規則４８・一部改正） 

１ 認定工作物の新設，増築，改築若しくは移転又は外観を変更することとなる修

繕若しくは模様替 

種類 縮尺 記載すべき事項等 

位置図 １／２，５００以上 方位，道路，目標となる地物及び隣

接する土地における建築物の位置を

明示 

配置図 １／１００以上   

平面図 １／５０以上   

各面立面図 １／５０以上 主要部分の材料，色彩等を明示 

主要断面図 １／５０以上 地盤面からの最高の高さを明示 

外構平面図 １／１００以上 舗装，植栽等の外構計画の材料，色

彩等を明示 

敷地及び敷地周辺写真   カラー ２方向以上（隣接地の状況

が分かるもの） 

完成予想図   着色又はカラー写真 

景観への配慮方針に関

する見解書 

  敷地の立地条件や周辺環境の特徴に

基づく景観への配慮の方針に関する

見解を明記 

委任状     

その他市長が必要と認

める図書 
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２ 認定工作物の色彩の変更 

種類 縮尺 記載すべき事項等 

位置図 １／２，５００以上 方位，道路，目標となる地物及び隣

接する土地における建築物の位置を

明示 

配置図 １／１００以上   

各面立面図 １／５０以上 主要部分の材料，色彩等を明示 

敷地周辺写真   カラー ２方向以上（隣接地の状況

が分かるもの） 

委任状     

その他市長が必要と認

める図書 

備考 

１ この表において「外構平面図」とは，門，垣，塀，擁壁，植栽，玄関回り，

敷地内通路，庭園等の敷地内の外部構成を記載した平面図をいう。（植栽は，

樹種及び高さを記載する。） 

２ この表において，色彩の表示は，マンセル色票による。 

別表第３（第２０条関係） 

種類 縮尺 記載すべき事項等 

位置図 １／２，５００以上 方位，道路，目標となる地物及び隣

接する土地における建築物の位置を

明示 

配置図 １／１００以上   

敷地周辺写真   カラー ２方向以上（隣接地の状況

が分かるもの） 

委任状     

その他市長が必要と認

める図書 

別表第４（第２３条関係） 
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種類 縮尺 記載すべき事項等 

位置図 １／２，５００以上方位，道路，目標となる地物及び隣接する土

地における建築物の位置を明示 

配置図 １／１００以上 １階平面図を兼用してもよい。 

各階平面図 １／５０以上   

各面立面図 １／５０以上 主要部分の材料，色彩等を明示 

主要断面図 １／５０以上   

外構平面図 １／１００以上 舗装，植栽等の外構計画の材料，色彩等を明

示 

委任状     

その他市長が必要と

認める図書 
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様式（省略） 


